
国語 

（１）定着状況についての概要 

① ２～６年生の観点別正答率、及び基礎・活用の全てが全国の平均点、品川区の平均点および目標値を上回

っている。このことから、本校の国語の定着度は良好であると言える。 

② 基礎において正答率を全国比で言うと、２年生が、１０５％、３年生が１１０％、４年生が１１１％、５

年生が１１５％、６年生が１１７％、上回っている。 

 

（２）具体的な課題 

① 前年度の学年に配当されている漢字の読み書き。 

② ローマ字で表記されたものを正しく読むこと。 

③ 連用修飾語についての理解。 

④ 必要な情報を読み取ったり、伝えたいことを文章に表したりすること。 

⑤ 叙述をもとに段落相互のまとまりを捉える。 

（３）課題の原因として考えられること 

① 日常的に漢字を使う意識が薄い。タブレットの活用が増えることで、文章を書く経験が不足している。 

② ローマ字表記の仕方を正しく理解できていない。 

③ 書く目的や伝えたい内容が明確になっていない。順序を考えたり、必要な事柄を取捨選択したりすること

が難しい。 

④ 質問の理解度が低い、また、理解していても自分の考えを述べることができない。 

⑤ 文章の前後の内容を捉えたり、言葉に着目して読み取ったりすることができない。 

（①） 課題解決のための方策 

① 漢字の成り立ちや部首などを合わせて覚えられるようにする。また、宿題やテストで漢字の定着を図った

り、既習漢字を積極的に活用したりする。 

② ローマ字の間違いやすいポイントを確認し、書いたり読んだりする練習を定期的に取り入れる。 

③ 文章記述の機会を他教科でも取り入れ、文章を書くことに慣れさせる。 

④ 聞かれていることや伝えたいことを明確にして、自分の考えを伝える場の設定をする。 

⑤ 場面の相互関係を意識させながら、文や叙述に着目し内容を具体化していく。 

（５）次年度の目標数値 

・全国平均比で全学年１１０％以上を目指す。 

 

 

 

 

 


